
 
 

 

運転席側ドアの車内側ドアハンドルとドアラッチにおいて、これらをつなぐケーブルを取付ける

切り欠き位置が不適切なため、当該ドアハンドルによる開扉操作とドアロック操作を同時におこな

うとケーブルがたわみ、ケーブル端部が切り欠きに乗り上げるものがある。そのため、ドアラッチ

が半掛かりとなり、発進直後のオートドアロック作動時や手動でのドアロック操作をおこなうと、

ドアが開くおそれがある。 

改善の内容 

 全車両、車台番号を確認し、インサイドハンドル（車内側ドアハンドル）一式とドアラッチ

一式を対策品と交換、又は、ドアラッチ一式を対策品と交換する。 

改 善 箇 所 説 明 図

識別：運転席ドアアッパヒンジの上側ボルト頭部に黄色ペイントを塗布する。 

基準不適合発生箇所 

注：      は交換部品を示す。 
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